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○ 農総試（長久手市）の観測では、日平均気温は、４月第４半旬から４月

第６半旬は高く、５月第２半旬と６月第１半旬はやや低く、５月第５半
旬と６月第３半旬はやや高くなりました。 
 

○ 作物研究部（長久手市）の発育ステージ予測（７月３日現在）では、今

後の気温が平年並みに推移した場合、平年に比べ、 

・極早生品種（コシヒカリ）：１日遅～３日早 

・早生品種（愛知135号）：１日遅～平年並み 

・中生品種（あいちのかおりSBL）：１日遅～平年並み 

と予測しています。地域情報は栽培管理支援ツールAgriLookで確認し

てください。 
 

○ なお、発育ステージ予測は、気温と日長のみに基づいて行っています。

予測が実際の水稲の発育と異なる場合もあります。指導に当たっては

幼穂長を確認してください。 
 

○ 中生品種（６月以降移植）は、必要茎数が確保でき次第中干しを開始す

るよう指導してください。 

  

○ ７月３日に病害虫発生予察注意報第３号（イネカメムシ）が発表されま

した。防除を実施してください。防除方法は「あいちの病害虫情報」を

確認して下さい。 

https://www.pref.aichi.jp/site/byogaichu/ 

 

○ ウンカ類情報第１号によるとトビイロウンカが７月２日に長久手市で

2024 Aichi 稲作管理支援情報 第３号 



１頭誘殺されました。ニカメイチュウは越冬世代成虫が多かった地区

があり、被害が目立つようになってきました。移植栽培、直播栽培とも、

ニカメイチュウとトビイロウンカに効果がある剤を使っていないほ場

は注視してください。 
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